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第２回講座概要 

 

■日時 平成２１年９月２７日（日曜日） 9:30～17:10 

■会場 田辺市民総合センター ２階 交流ホール 

■出席 ◇受講生 公民館推薦 １０名 

         自主参加   ８名 

         公民館主事 １０名  計２８名     

 ◇企画委員       １名 

西川一弘（和歌山大学紀南サテライト） 

    ◇オブザーバー 

     ・社会教育委員    １名 

高垣副議長・（西川委員） 

・公民館長      ２名 

    橘館長・高地館長 

◇事務局        ２名 

      小川生涯学習推進係長・中田地域教育主事 

■日程 

１．集合・開会 9:30 

 

２．事務連絡 9:35 

 

３．視察①【南紀若者サポートステーション】 9:40～10:50 

説明：大西浩太郎氏（所長・統括コーディネーター） 

 

   視察②【天神崎】 11:10～12:10 

    説明：玉井済夫氏（天神崎の自然を大切にする会 専務理事） 

 

昼 食【秋津野ガルテン】 12:30～13:10 

    

視察③【田辺市ごみ処理場】 13:30～14:50 

    説明：能城圭司氏（廃棄物処理課） 

    

視察④【田辺市高齢者複合福祉施設「たきの里」】 15:20～16:50 

    説明：高橋進一氏（施設長） 

 

４．解散 17:10 
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班 № 氏名 館区 出席 備考 班 № 氏名 館区 出席 備考

1 佐武　範一 東部 ○ ﾁｰﾌ 1 折戸　富子 本宮拠点 ○ ﾁｰﾌ

2 滝本　勝己 万呂 欠 2 楠本　秀樹 中部 ○ サブ

3 中山　幸彦 上秋津 欠 3 湯本　浩至 稲成 ○

4 玉置 　りさ 龍神拠点 欠 4 濱中　由喜雄 芳養 ○

5 山本　純司 南部 ○ サブ 5 大野　　 塁 長野 ○ サブ

6 坂本主事 中央 欠 サブ 6 三栖主事 中央 ○

7 榊原主事 中部 ○ 7 宮本主事 万呂 欠

8 上田主事 本宮拠点 ○ 8 雨積主事 龍神拠点 欠

9 初山　明日香 生涯学習課 ○

1 榎本　喜守 中部 ○ ﾁｰﾌ 1 山下　善久 中芳養 ○ ﾁｰﾌ

2 松場　三恵子 上芳養 ○ 2 地本　明日香 秋津 ○

3 坂本　政士 秋津川 ○ サブ 3 稲田　太祐 ひがし 欠

4 小松　利幸 大塔拠点 ○ 4 羽根　益次郎 本宮拠点 欠 サブ

5 山本　喜理 東部 欠 5 室谷　正幸 大塔拠点 欠

6 山下主事 中央 欠 サブ 6 森口主事 中芳養・上芳養 欠

7 高根主事 秋津・秋津川 欠 7 山本良主事 三栖・長野 欠

8 戎　主事 ひがし ○ 8 辻主事 大塔拠点 欠 サブ

9 岡本　将之 生涯学習課 ○

1 濵窄　忠人 西部 欠 ﾁｰﾌ 1 榎本　博文 南部 欠 ﾁｰﾌ

2 峯　      積 中芳養 ○ 2 富家　弘行 三栖 ○

3 谷　 　美鈴 新庄 欠 サブ 3 大森　一司 中辺路拠点 欠

4 松﨑　吉信 稲成 ○ サブ 4 木下　和哉 万呂 ○ サブ

5 松下主事 中央 ○ 5 加藤　榮子 東部 ○

6 山本浩主事 西部・稲成 欠 6 能城主事 芳養 ○

7 岡本主事 東部・南部 欠 7 鍋島主事 新庄 欠

8 池田主事 中辺路拠点 ○ 8 下田主事 上秋津 ○ サブ

3 6
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【現地視察の内容】 

 

視察①『南紀若者サポートステーション』 

講義 「地域を知ろう！調べよう！」 

～わがまち田辺の現状～ －「若者支援」の現場より 

講師 南紀若者サポートステーション 統括コーディネーター 大西浩太郎 氏 

 

南紀サポートステーションは、厚生労働省と都道府県からの委託事業である。支援対象者

は 15 歳から 39 歳までの若年無業者（一般的にいわれている「ニート」とは意味が少し違う
ところもあるが、ほとんど一緒と考えてよい。ハローワークに通うなど就職活動を行ってい

る者は、これには当てはまらない。）で、就労支援をすることからスタートして現在で４年目

となる。  
「ニート」に対して、色々な活動や物事に対して意欲のない人、家に経済的な余裕があり、

働かずに家のお金を当てにして暮らしているといったイメージがある。  
「ひきこもり」に対して、家にずっといて、人と接するのが苦手・関係をつくれないといっ

たイメージがある。  
この「ニート」や「ひきこもり」の支援をしていると、“あいつらは甘えているだけだ、ど

うしてわれわれの税金を使うのか！”などと言われることもあるが、それに対してははっき

り言って何も反論できず、ただそれでも、やらなきゃいけないんだというスタンスで絶えず

活動を続けている。  
 
イギリスの社会排除保護支局（自閉症差別を防止するなどの活動を行っている所）が、報

告書に NEET（Not in Education, Employment or Training）という言葉をはじめて載せた
ことが発端となり、この言葉が生まれた。定義は、貧困や低学歴、人種マイノリティ（少数

民族、有色人種 etc.）など様々な困難が集中しているため、きわめて不利な立場にある 16
歳～18 歳までの人たちのことを指す、労働政策上の人口分類のための言葉。日本では、ニー
トについて書かれた本によって大きく広まっていったが定義は少し違い、15 歳から 34 歳ま
での、就労も通学も（家事も）していない人。就労という言葉の中には、就職活動も含まれ、

（家事も）と付け加えられているのは、主婦への配慮。ただ、最近では 34 歳では若すぎる
のではないかという意見も出てきており、39 歳までに引き上げられた。これは、30 代後半
でこういう状況におられる方が非常に多いという事実、と現場からの要請によるものである。

若年無業者数は、総務省の統計では平成 20 年で 64 万人といわれているが、違う統計では
100 万人を超えていたり、90 万人を超える統計が出ている。調べによって違いが出てくる。
潜って出てこない場合や、人に隠している場合などがあり、実際の数より少なく出てきてい

ると考えられている。  
田辺市にどれだけいるか試算してみると、４２４人（病気療養中を含む）になる。  

 
「ニート」という言葉に含まれる意味合いは幅が広すぎ、支援を考えていくにはもっと細や

かな区別が必要と考えている。  
・非求職型と非希望型  
・情報力必要型、社会力必要型、人間力必要型  
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ひきこもりについて、「ひきこもり」（定義は、様々な要因によって社会的な参加の場面が

せばまり、就労や就学などの自宅以外での生活の場が長期にわたって失われている状態のこ

とを指す。）には、「社会的ひきこもり」（定義は、主に 20 代後半までに問題化し、少なくと
も 6 ヶ月以上、家族以外の人間との親しい対人接触を持っておらず、自宅にひきこもって社
会参加できていない人であり、精神障害が第一の原因とは考えられない人）も含まれる。  
「ニート」にしろ「ひきこもり」にしろ、そういう状態であることを示しており、障害や病

気であるという意味は一切ない。偏見や差別的な意味は一切ない。「ひきこもり」を抜け出し

たいが怖くて抜け出せない、こういった悩みを抱えている人が多い。  
ひきこもりになる原因については、人それぞれに要因がたくさんあり、大きな原因があっ

て結果があるというのではなく、いろんな要因が絡まってそういう状況に追いやられている。 
障害や病気を持っている方が多い。要因として大きいのは統合失調症や躁うつ病。昔、統

合失調症をわずらっている人を家族が家の中に隠してしまうこともあったが、現在でも同じ

ことが行われていることがある。そういった方々も「ひきこもり」と呼ばれている。  
精神障害だけでなく、パニック障害や過呼吸症候群、電車に乗れない人やエレベーターで

上がれないとか、誰も知らない人のところにいると苦しくなってくるなどのしんどさを抱え

ている人が最後には外に出るのが怖くなって、ひきこもってしまうという方々もいる。  
精神障害やパニック障害など、そういう問題を抱えていなくてもひきこもりになる方もい

る。そういった人の中には、対人関係がうまくいかないなどの人もいる。こういう多種多様

な要因があるので、どうやって対処していくのかは対象が広すぎて難しい状況である。  
定義から言うと、「ひきこもり」は「ニート」に含まれる。概念は別々ではあるが、根底に

ある苦しみは似ているものや関係・関連しているものが多くある。  
 
地域若者サポートステーション事業は、ひきこもりを支援する団体に委託されている。活

動していく中で、居場所ができたからそこに来れるようになった→では社会に出るにはどう

したらいいのか→働くことが大事だ→でも働けない。このような流れがあり、それでは支援

しようということで若者サポートステーション事業を始める経緯となっている。「ひきこも

り」から「ニート」そして求職活動をし、就職にいたるというのが大まかなイメージである。  
ひきこもりの人は社会の場に出てこないため人数についての統計的な数字はないが、全国

で 80～100 万人いるといわれている。東京都のひきこもり実態調査では、人口の 0.72％いる。
田辺市に当てはめてみると４４３人になる。  
若者の自己責任は否定できないが、話はそこで止まることが多い。そこで話が止まってし

まうのではなく、社会（地域）が担う役割・責任がある。  
社会的背景には、派遣切れに代表されるような正規雇用が得られないなどの問題がある。  

紀伊民報では、田辺市の高卒者の有効求人倍率（パート・アルバイトを含む）は 0.34 倍でと
ても低い。それよりも橋本市は 0.11 培とさらに低いので、働けないという現実がある。  
その中で、働けとか自己責任と言われても無理ではないか。大卒・新卒採用では半年くらい

の研修期間があるが、中途採用になると研修はなく即戦力が求められる。学校を出て即就職

することが一つのレールとなっていることが課題の一つである。働かない（働きたくても働

けない）若者にも、南紀若者ステーションのような支援政策がある。  
 個人の側面から見てみると、福祉の支援を受けていない人たちがいる。精神障がいや軽度

の知的障がい、発達障がい（LD、ADHD、アスペルガー症候群など）を持っている人の中に
は、福祉的支援を受けずひきこもりになっている人もいる。  




